
令和８年度推薦選抜 論述問題（⽣物） 解答例  
 
問 1 

 
 
問２ ニホンイシガメは卵の温度が２３℃以下あるいは３２℃以上ではふ化できず，ふ化までの

⽇数は温度が⾼い⽅が早くなる傾向があるが，２８℃以上であれば⼤きな違いはない。⼀⽅
で，ニホンイシガメの性⽐は卵の温度によって⼤きく変わり，２８℃以下では全てがオスと
なり，３０℃では全てがメスとなる。ニホンイシガメのオスとメスの割合が変化する温度域
は⾮常に狭く，２８℃より⾼く３０℃より低いという，２℃に満たない間で性⽐が変化する。
このことから，ニホンイシガメの産卵場所としては，砂の温度が２８．５℃から２９．５℃
の間になる場所が都合が良いと推測される。（266 字） 

 
問３ この地域では，池ごとの性⽐について⾒ると，オスに偏った池とメスに偏った池がある⼀

⽅で，地域全体としての性⽐は４４％となっており、オスとメスがほぼ１：１になっている
と⾔える。（85 字）    

 
問４  
    
 
 
 
   
 
 
問 5  ウ：性   エ：常   オ：Ｘ   カ：Ｙ    
 
問 6 この地域のニホンイシガメでは、池ごとに⽣まれた⼦ガメの性⽐に偏りがあるため，どの

池が孤⽴しても性⽐の偏りが次第に強くなることが推測される。結果として，孤⽴した池の
ニホンイシガメはオスかメスのどちらか⼀⽅だけに収束してゆく可能性が⾼いことから，孤
⽴した池のニホンイシガメはやがて⼦孫が作れなくなって絶滅する可能性がある。（158 字）  
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